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1 The Oxford English Dictionary とは？

1. “On Historical Principles”

2. 初版は 70年をかけて編纂された英語辞書の最高権威（完成は 1928年）

3. 2000年より 2版を拡張した OED Online (http://www.oed.com/) の提供が始まる（収録語数

約 60万語，引用約 300万例）

2 OED よもやま話（「hellog～英語史ブログ」の記事より）

1.「#304. OED 制作プロジェクトののろし」

2.「#638. 国家的事業としての OED 編纂」

3.「#644. OED とヨーロッパのライバル辞書」

4.「#654. ヨーロッパのライバル辞書と比べた OED の特徴」

5.「#898. OED2 と Web3 の比較対照表」

6.「#636. 語源学の開拓者としての OED」

7.「#531. OED の引用データをコーパスとして使えるか」

8.「#535. OED の引用データをコーパスとして使えるか (2)」

9.「#536. OED の引用データをコーパスとして使えるか (3)」

10.「#642. OED の引用データをコーパスとして使えるか (4)」

3 OED を利用した調査（結果）の例

1.「#1054. singular they」

2.「#2248. 不定人称代名詞としての you」

3.「#2333. a lot of」

4.「#54. through 異綴りベスト 10（ワースト 10？）」

5.「#2440. flower と flour (2)」

6.「#63. 塵肺症は英語で最も重い病気？」

7.「#505. silly の意味変化」

8.「#332. 「動物とその肉を表す英単語」の神話」

9.「#569. discus — 6重語を生み出した驚異の語根」

10.「#970. Money makes the mare to go.」
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11.「#1775. rob A of B」

12. an angel of a girl における前置詞 of の用法（of の語義 23）

13.「#1867. May the Queen live long! の語順」

14.「#2256. 祈願を表わす may の初例」

15.「#921. 語の定義がなぜ難しいか (4)」

16.「#616. 近代英語期の科学語彙の爆発」

17.「#617. 近代英語期以前の専門 5分野の語彙の通時分布」

18.「#731. 接尾辞 -dom をもつ名詞の通時的分布」

19.「#939. 接尾辞 -dom をもつ名詞の通時的分布 (2)」

20.「#1881. 接尾辞 -ee の起源と発展 (2)」

21.「#2162. OED によるフランス語・ラテン語からの借用語の推移」

22.「#2357. OED による，古典語およびロマンス諸語からの借用語彙の統計」

23.「#2385. OED による，古典語およびロマンス諸語からの借用語彙の統計 (2)」

24.「#2360. 20世紀のフランス借用語」

25.「#2164. 英語史であまり目立たないドイツ語からの借用」

4 設問

1. OED は他の辞書や参考図書と比べて，一般的にどのような使途あるいは問題に関して，その真

価が発揮されるだろうか？

•

•

•

2. 自分の研究テーマやその他の英語の関心に照らして，OED で調べると理解が深まりそうな単語

は？　それを調べた結果，わかったことは？

•

•

•
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